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赤　前　貴　史 高機能自閉症スペクトラム障害者の就職支援及び就労時に発生する課題−障害者支援施設職員との関
係性に焦点を当てて−
岩　出　希　未 メッセージにおける書体の違いが受け手の感情と印象に及ぼす影響
上　野　椋　平 TCGの特質と魅力−TCGユーザーへの聞き取りを手がかりに
大　内　孝　浩 魔女・魔女狩りの歴史
大　貫　　　瞳 大学生のペット飼育経験と共感性、向社会的行動の関連
大　類　　　瞬 単語イメージが同義語使用に及ぼす影響−JKと女子高生あなたはどちらを使う？−
岡　安　飛　果 親による子どもへの心理的影響−愛着スタイルにおけるパーソナリティ特徴の相違−
小　川　廣　子 障がいを持った方たちの芸術活動−もうひとつの美術館館長への聞き取りから見えたもの−
小　藏　夏　菜 女性作家がイメージする女性像について−小説の登場人物から作家の女性観を考える−
加　藤　隆　規 ASD児に対する動画とチェックリストを用いた報告言語行動の指導
君　島　幸　実 怒り感情の理解と、コントロール方法の検討
木　村　優　志 日本語表記形態の違いが単語の記憶成績に及ぼす影響
栗　原　　　愛 ニーチェが試みたヨーロッパ文化の価値転倒とキリスト教批判
桑　原　天　翔 松枝清顕の行動原理についての考察
慶　野　凌　太 小川洋子『博士の愛した数式』に見る「私」の欲望
小久保　有　基 色の命名と記憶に関する実験的研究
小　堀　幸　輝 感情日記が抑うつ感情の軽減に及ぼす影響
小　堀　洸　太 サッカーについてとその歴史
小　堀 　由　佳 大学生の一人でいられる能力に関する研究−性差に着目して
齋　藤　祥　子 ホトトギスは鳴いたのか、殺されたのか、それとも…−織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の性格分析−
齋　藤　三枝子 ASDの疑いのある長期ひきこもり女性への応用行動分析学に基づく包括的支援
佐　藤　愛　美 形容動詞とは何か−形容動詞という品詞を立てる必要はあるのか−
佐　藤　裕　貴 討論場面における発話パターンの分析−攻撃的発話の性差について−
佐　藤　秀　海 江戸川乱歩「鏡地獄」における「彼」の人間性
佐　藤　　　凌 近現代文学作品における色のイメージ
清　水　一　生 孫権は名君か　−覇道と仁義の陰に隠れし者−
鈴　木　慎一郎 英国を代表するギタリスト−エリック・クラプトン
竹　田　親　吾 かつてと今を比較していじめが変わったかを考える−1986年鹿川裕史君いじめ自殺事件から現在まで−
谷　田 　直　樹 住環境における気になるにおいに関する研究
玉居子　　　武 『四つの署名』とイギリスとインド
田　村　　　遼 プロロードレーサーの職業的社会化過程−ロードレーサー人口を増やすためには−
土　屋　幸　広 作動記憶に与えた制限が単語の再生率に及ぼす影響−構音抑制条件とタッピング条件の比較−
永　岡　　　学 学習事態の相違が単語完成課題の遂行に及ぼす影響−形態処理と意味処理に注目して−
中三川 　浩　太 大学生の被服関心度と香り関心度の関連
西　内　直　人 大学生の喫煙傾向と喫煙に対する考え
沼　野　　　歩 幼少期の食事経験が青年期の食習慣および健康に与える影響
廣　田　悠　佳 なぜ人は皮肉を感じるのか−字義通りの発話が皮肉として解釈される例を中心とした検討−
福　田　麻有沙 紅茶とその歴史
古　木　杏　奈 共同想起事態が記憶再生課題に及ぼす影響−日常生活の画像から検証する−
星　野　真　優 オカメインコのリズム学習について
堀　　　哲　久 反復の有無が皮肉の理解に及ぼす影響
三　浦　拓　己 恐怖を伴う行動を自発的に行う行動原理
三　浦　善　一 ASD児に対する段階的な刺激変化による作文指導の効果
村　上　　　桜 清少納言と紫式部の人物比較−醜の観点から−
茂　垣　　　亨 健忘症患者の学習
森　谷　 知　美 大学生の睡眠状態と心身の健康
渡　辺　千　加 青年期における愛着スタイルと友人関係との関連
張　　　　　静 大学生における日常記憶状況の自己評価
内　田　匡　平 最幼児期記憶として想起された出来事と感情
屋　代　剛　典 成人中期女性のアイデンティティの変化と発達 −臨床検査技師として働く女性たち−
南　　　栄　光 情報の提示順序がイメージ形成に及ぼす影響
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